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町
民
グ
ラ
ン
ド
完
成
間
近
か
 

皆
さ
ん
方
待
望
の
町
民
グ
ー
フ
 

ン
ド
 
（
野
球
場
）
 
が
、
昭
和
五
 

十
六
年
三
月
完
成
の
運
び
と
な
 

り
ま
し
た
。
 

こ
の
町
民
グ
ラ
ン
ド
は
大
字
 

神
崎
地
区
（
古
谷
地
内
）
に
昭
 

和
五
十
年
四
月
着
工
以
来
六
年
 

間
の
歳
月
を
か
け
、
地
域
の
失
 

業
対
策
事
業
の
一
環
と
し
て
特
 

定
地
域
開
発
就
労
事
業
予
算
に
 

上
 
は
 
町
 
民
 
グ
 
ラ
 
ン
 
ド
 

右
 
は
 
平
原
町
民
グ
ラ
ン
ド
 

よ
り
延
約
八
三
、
二
〇
〇
人
の
 

失
業
者
の
吸
収
と
工
事
費
約
八
 

七
五
、
〇
〇
〇
千
円
（
財
源
内
 

訳
り
町
費
八
八
、
〇
五
〇
千
円
 

国
庫
補
助
金
五
四
五
、
五
二
六
 

千
円
、
起
債
二
四
一
、
四
二
四
 

千
円
）
を
投
じ
完
成
す
る
も
の
 

で
す
。
 

規
模
、
全
体
面
積
一
八
八
ニ
五
 

りW
、
グ
ラ
ン
ド
内
面
積
一
一
、
 

一
〇
二
り
W
、
両
翼
九
十
メ
ー
ト
 

ル
、
観
覧
席
、
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
 

駐
車
場
（
九
十
台
収
容
）
等
設
 

置
し
て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
単
年
度
事
業
と
し
て
平
 

原
町
民
グ
ラ
ン
ド
（
上
金
田
地
 

内） 

に
つ
い
て
も
失
業
対
策
事
 

業
の
一
環
と
し
て
炭
鉱
離
職
者
 

緊
急
就
労
対
策
事
業
予
算
に
よ
 

り
約
三
、
O
四
〇
人
の
失
業
者
 

の
吸
収
と
エ
事
費
約
三
八
、
〇
 

O
〇
千
円
（
財
源
内
訳
廿
町
費
 

五
、
九
五
七
千
円
、
国
庫
補
助
 

金
二
六
、
三
七
六
千
円
、
起
債
 

五
、
六
六
七
千
円
）
を
投
じ
来
 

年
三
月
完
成
す
る
も
の
で
す
。
 

規
模
、
全
体
面
積
七
、
五
〇
〇
 

げ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

こ
の
間
町
民
の
皆
様
方
を
は
じ
 

め
町
議
会
議
員
の
献
身
的
な
ご
 

協
力
に
よ
り
筑
豊
に
誇
る
グ
ラ
 

ン
ド
と
し
て
誕
生
し
、
皆
様
方
 

の
ご
期
待
に
こ
た
え
、
健
康
促
 

進
の
場
と
し
て
大
い
に
活
用
さ
 

れ
ん
こ
と
を
望
み
ま
す
．
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』
 

一
 

一
 

和
名
 
神
無
月
（
か
ん
な
月
）
 

八
百
万
（
お
や
よ
ろ
ず
）
の
神
々
が
出
雲
の
国
に
集
 

ま
り
た
ま
う
と
い
う
こ
と
か
ら
、
ま
た
雷
が
な
く
な
 

る
月
と
も
い
う
。
 

1
 

日
 

法
の
日
・
労
働
衛
生
週
間
 

2322 19 171410 1 
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赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
 

体
育
の
日
・
目
の
愛
護
デ
ー
 

鉄
道
記
念
日
 

貯
蓄
の
日
 

統
計
の
日
 

心
配
ご
と
相
談
 

電
信
電
話
記
念
日
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昭和55年10月1日 ⑧
 

国
土
調
査
に
こ
協
力
を
 
④
 

振
興
課
国
土
調
査
係
 

三

角

点

と

は

 

地
籍
図
を
つ
く
る
に
は
 
「骨 

格
』
が
必
要
で
す
。
字
限
図
（
 

あ
ざ
き
り
づ
）
や
耕
地
整
理
図
 

な
ど
、
い
ま
ま
で
の
大
部
分
の
 

局
地
図
に
は
、
し
っ
か
り
し
た
 

「
骨
格
」
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
 

か
し
、
国
土
調
査
に
よ
っ
て
つ
 

く
ら
れ
る
地
籍
図
に
は
し
っ
か
 

り
し
た
「
骨
格
」
が
あ
る
の
で
 

す
．
こ
れ
が
根
本
的
に
違
う
点
 

で
す
。
 

い
ま
ま
で
の
字
限
図
は
隣
接
 

す
る
字
限
図
と
つ
な
ぎ
合
わ
せ
 

な
い
の
で
す
。
 

そ
の
原
因
は
 

『
骨
格
」
が
な
い
か
ら
で
す
。
 

こ
の
こ
と
は
字
限
図
の
証
拠
書
 

類
と
し
て
の
価
値
が
、
き
わ
め
 

て
低
い
原
因
も
こ
こ
に
あ
る
の
 

で
す
。
 「

骨
格
」
が
な
い
と
、
た
と
 

え
一
筆
一
筆
は
割
合
に
正
し
く
 

ら
れ
る
の
で
大
き
な
誤
差
が
な
 

く
な
り
ま
す
。
 

⑥
そ
の
骨
格
と
は
ど
ん
な
も
 

の
で
し
よ
う
か
 

ま
ず
「
大
骨
」
と
し
て
一
等
 

か
ら
三
等
ま
で
の
三
角
点
が
あ
 

り
ま
す
。
 

一
等
三
角
点
は
四
十
 

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
間
か
く
、
一
一
 

等
三
角
点
は
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
 

間
か
く
、
四
等
三
角
点
は
ー
キ
 

ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
・
五
キ
ロ
 

メ
ー
ト
ル
ご
と
に
設
置
さ
れ
て
 

い
ま
す
。
 

と
も
誤
差
が
累
積
す
る
の
で
字
 

⑥

三

角

点

と

は

 

全
体
、
町
全
体
と
し
て
も
、
ま
 

三
角
測
量
に
よ
っ
て
き
わ
め
 

こ
と
に
不
正
確
な
も
の
に
な
り
 
て
正
確
に
相
互
の
関
係
位
置
を
 

ま
す
。
 

測
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
三
角
点
 

「
骨
格
」
が
入
る
と
誤
差
も
 

の
地
球
上
の
位
置
を
例
え
ば
、
 

誤
り
も
骨
格
に
結
び
つ
け
ら
れ
 
東
経
一
九
四
度
四
十
四
分
四
十
 

て
も
、
な
か
な
か
う
ま
く
合
わ
 

て、 

一
定
の
限
度
内
に
と
ど
め
 

六
秒
、
緯
度
ー
北
緯
三
十
五
度
 

小
作
料
の
最
高
額
統
制
制
度
の
 

て
熱
詳
述
ぺ
た
よ
う
に
小
 

廃

止

に

つ

い

て

（

お

知

ら

せ

）

 

作
料
の
額
に
っ
い
て
賃
貸
借
契
 

金
 
田
 
町
 
農

業

 委
 
員

会

 

こ
の
度
農
地
法
の
一
部
を
改
 

正
す
る
法
律
に
よ
り
、
昭
和
 55
 

年
9
月
 30 

日
を
以
っ
て
小
作
料
 

統
制
の
期
限
切
れ
に
な
り
ま
す
 

本
年
の
 10 

月
1

日
よ
り
小
作
料
 

の
額
を
自
由
に
定
め
る
こ
と
が
 

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
 

当
該
小
作
地
に
係
る
賃
貸
借
の
 

解
除
、
解
約
等
の
農
地
法
上
の
 

O
 

。
 

．
 

O
 

。
 

。
 

O
 

O
 

O
 

o
 

規
制
が
廃
止
さ
れ
た
も
の
 

で
 

は
な
い
の
で
誤
解
の
な
い
よ
う
 

に
し
て
下
さ
い
。
 

尚
、
小
作
料
に
つ
い
て
は
当
 

事
者
間
（
貸
手
、
借
手
）
の
協
 

議
に
よ
り
小
作
料
の
額
を
定
め
 

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
小
作
 

料
の
標
準
額
が
定
ま
っ
て
お
り
 

ま
す
の
で
、
そ
の
標
準
額
に
比
 

準
し
て
適
正
と
認
め
ら
れ
る
額
 

に
定
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
 

す
（
金
田
町
の
場
合
、
水
田
 10 

ア
ー
ル
当
り
二
万
三
千
円
）
 

ま
た
水
田
に
あ
っ
て
は
主
作
 

物
た
る
稲
の
栽
培
期
間
の
大
半
 

を
経
過
し
て
い
ま
す
の
で
、
本
 

年
の
小
作
料
に
つ
い
て
は
原
則
 

と
し
て
従
来
の
契
約
で
定
め
ら
 

れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
小
作
料
統
 

制
の
最
高
額
の
範
囲
内
の
額
と
 

言
う
こ
と
で
国
の
方
針
が
な
っ
 

約
の
当
事
者
間
で
合
意
が
成
立
 

し
た
と
き
は
、
必
ら
ず
農
業
委
 

員
会
に
通
知
を
し
て
下
さ
い
。
 

わ
か
ら
な
い
事
が
あ
り
ま
し
 

た
ら
、
振
興
課
の
農
業
委
員
会
 

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
 

国民健康保険税 

町 県 民 税 

第 3 期 分 

納期限 l0 月31 日 

三
十
九
分
十
七
秒
と
い
ヴ
よ
う
 

に
極
め
て
正
確
に
測
量
さ
れ
、
 

そ
の
真
の
位
置
と
は
十
セ
ン
チ
 

メ
ー
ト
ル
以
上
の
誤
差
の
な
い
 

と
い
う
科
学
的
保
証
を
も
っ
て
 

記
録
さ
れ
た
点
の
こ
と
で
、
そ
 

の
位
置
に
は
花
鉱
岩
の
標
石
を
 

埋
め
て
あ
り
ま
す
。
 
一
等
か
ら
 

三
等
ま
で
の
三
角
点
は
全
国
に
 

四
〇
、
〇
〇
〇
点
設
け
ら
れ
て
 

い
ま
す
。
 

こ
れ
は
建
設
省
国
土
地
理
院
 

及
び
そ
の
前
身
で
あ
る
陸
地
測
 

量
部
が
、
十
数
年
に
わ
た
り
実
 

施
し
た
科
学
的
業
績
の
最
大
の
 

も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
 

す。 
※
（
金
田
町
に
は
三
等
三
角
点
 

が
一
点
と
、
四
等
三
角
点
が
 

二
点
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
）
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ド
ラ
マ
の
如
き
逢
ひ
も
別
れ
も
 
外
泊
許
可
聞
く
が
早
い
か
仕
度
』
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な
か
り
し
と
 

ド
ラ
マ
終
り
て
 

す
る
 
母
は
生
き
生
き
と
し
た
」
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妻
と
語
れ
り
 

動
き
を
見
す
る
 

、 

） 

講
師
 
友
清
 
隆
雄
 

三
宅
 
尚
美
 

岡
野
富
司
生
 

高
木
美
代
子
）
 

～
 
け
い
 

ひ
 
と
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は
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〉
深
呼
吸
し
た
く
 

一

症

 
お
そ
る
る
 

一
得
ぬ
大
気
 

一 
山
豚
は
 

う
す
 

か
な
 

ぶ
声
明
る
し
 

四 

小
野
ト
メ
子
 

藤
本
 
唯
彦
 

千
手
佐
起
子
 

藤
林
 
俊
信
）
 

思
へ
ど
狭
心
 
戦
中
に
胸
病
み
し
よ
り
不
思
 
洗
濯
機
の
水
面
に
さ
き
し
泡
の
 
浮
雲
を
茜
に
染
め
て
沈
む
陽
は
一
 

気
持
か
吸
ひ
 
議
に
も
 
生
き
て
来
に
け
り
 
花
 
美
し
と
思
ひ
し
ば
し
見
て
 
旧
油
の
川
面
に
な
が
な
が
と
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夢
も
持
た
ず
に
 

る
る
 

紅
し
 

（ 

室
 

ト
ョ
 

福
田
 

昌
 

並
川
 
君
子
 

菊
池
 

一
枝
 
一 

ひ
と
ひ
・
り
 

じ
よ
う
や
ま
 

』 

お
ま
ら
」
よ
る
 

ヒ
タ
D
（
旦
冊
一
山
「
？
叫
こ
」
客
一
ち
ー
 

そ
ま
ふ
る
石
刊
ノ
、
ち
）
な
し
D
」叱」り 

末
・
刀
缶
「
一
ま
吐
旧
く
、
漁
”
も
る
或
」
u

こ
 
《 

墨
刷
き
し
ご
 
頭
の
よ
く
な
る
よ
う
に
と
あ
 
ひ
来
る
 

過
ぎ
し
日
の
思
ひ
出
 
裏
葉
は
白
く
光
り
て
そ
よ
ぐ
 

一 

金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
 

俳
句
・
短
歌
同
好
会
 

【
俳
句
】
 

原
田
 
豊
茂
 

長
雨
に
蝿
打
つ
音
の
 

し
め
り
を
り
 

(
（
編
 

故
宇
野
か
な
女
 

蝉
も
又
雨
の
晴
れ
間
の
 

よ
ろ
こ
ぴ
に
 

瓜
生
 
女
礼
 

入
道
雲
湧
か
ず
に
今
朝
の
 

宇
野
か
な
女
氏
を
悼
む
 

風
は
秋
 

岩
野
 
克
芳
 

前
 
千
恵
子
 

エ」 

＆〕 

逝
き
し
俳
友
送
り
し
 

野
辺
の
彼
岸
花
 

桑
野
つ
る
絵
 

英
彦
山
の
峡
に
研
し
 

威
銃
 

岡
本
勝
次
郎
 

風
鈴
の
音
を
き
き
つ
つ
 

町
紙
よ
む
 

岡
本
 
清
子
 

蝉
時
雨
大
日
如
来
 

瞳
を
と
じ
て
 

梅
 
子
 

雨
の
矢
の
白
き
に
萩
の
 

う
ね
り
か
な
 

会
長
 
辰
島
 
宗
 

故
里
や
昔
な
が
ら
の
 

涼
み
台
 

【
短
歌
】
 

辰
島
 
宗
 

石
井
 
秀
子
 

亡
き
友
の
詩
を
口
ず
さ
み
 

蝉
も
尖
け
句
の
友
が
ら
の
 

秋
の
灯
の
裁
台
に
お
く
 

旅
立
ち
に
 

行
く
夜
の
一
際
は
 

鯨
尺
 

泌
み
る
秋
の
悲
し
さ
 

m 
軽
々
に
世
代
の
相
違
と
他
人
 
雷
の
音
を
き
き
て
は
思
ひ
出
 

一
本
の
パ
ラ
ソ
ル
の
内
夏
陽
よ
 

口
ひ
げ
を
生
や
せ
し
主
治
医
を
”
 

） 
は
言
ふ
 

裏

激

ら

ぬ

妻

い

 
す
 
今
は
亡
き
母
線
香
蚊
張
 
け
 
磯
歩
み
行
く
わ
が
母
と
妻
 
ひ
げ
さ
ん
と
 
術
後
の
夫
の
呼
一
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一
 

川 
と
く
連
な
る
 

り
幼
き
字
に
て
 

に
心
は
濡
れ
る
て
 

そ
 
の
 
一
杯
 

断

わ

 る

勇

気

 が
 

事

故

を

断

 つ
 

シ
イ
タ
ケ
・
花
木
・
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
 

ア
ー
生
産
即
売
場
建
築
さ
る
ク
 

地
域
振
興
の
た
め
の
同
和
対
 

策
事
業
で
神
崎
地
区
に
建
設
さ
 

れ
た
大
型
作
業
所
で
の
ス
ポ
ー
 

ッ
ウ
ェ
ァ
ー
並
び
に
シ
イ
タ
ケ
 

不
時
栽
培
施
設
に
よ
る
生
ジ
イ
 

タ
ケ
及
び
花
木
セ
ン
タ
ー
で
生
 

産
さ
れ
た
ツ
ツ
ジ
、
サ
ザ
ン
カ
 

そ
の
他
の
花
木
、
庭
木
の
展
示
 

即
売
場
が
神
崎
の
神
田
摘
横
に
 

完
成
し
ま
し
た
。
 

町
内
で
生
産
さ
れ
た
新
鮮
な
 

取
り
た
て
の
生
シ
イ
タ
ケ
を
よ
 

り
安
く
ツ
ツ
ジ
、
サ
ザ
ン
カ
等
 

の
め
ず
ら
し
い
品
種
を
、
ス
ポ
 

ー
ッ
ウ
エ
ア
を
各
種
展
示
即
売
 

第
九
回
 
田
川
郡
市
 

子
供
会
親
善
ス
ポ
ー
 

ッ
大
会
開
催
さ
る
タ
 

金
田
町
中
央
公
民
館
 

去
る
九
月
七
日
、
田
川
郡
子
 

供
会
親
善
ス
ポ
l

ッ
大
会
が
悪
 

天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
方
城
 

町
民
グ
ラ
ン
ド
及
び
町
民
会
館
 

に
お
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

当
町
よ
り
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
 

廿
南
木
、
二
区
子
供
会
、
バ
ド
 

ミ
ン
ト
ン
の
部
u

一
区
、
四
区
 

宝
見
、
人
見
子
供
会
が
参
加
し
 

郡
部
優
勝
を
目
標
に
練
習
を
積
 

み
か
さ
ね
、
今
年
の
大
会
に
も
 

し
て
い
ま
す
。
 

町
内
産
業
育
成
の
た
め
町
民
 

各
位
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
 

すJ 
出
場
し
ま
し
た
。
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
は
熱
戦
 

の
末
、
優
勝
チ
ー
ム
添
田
町
に
 

お
し
く
も
や
ぶ
れ
ま
し
た
。
 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
部
も
熱
戦
 

に
つ
ぐ
熱
戦
の
末
、
お
し
く
も
 

優
勝
を
の
が
し
、
準
優
勝
に
終
 

り
ま
し
た
。
 

こ
の
機
会
に
か
ぎ
ら
ず
、
各
 

地
区
子
供
会
と
も
、
地
区
内
、
 

外
と
の
交
流
を
も
っ
と
深
め
子
 

供
会
活
動
を
自
分
達
の
手
で
盛
 

り
あ
け
て
行
こ
う
。
 

第
 11 

回
全
日
本
青
少
年
 

空
手
道
大
会
開
催
さ
る
ク
 

、

金

田

よ

り

三

人

優

勝

し

」

 

「

一

人

三

位

に

入

賞

す

る

』

 

八
月
十
七
日
北
九
州
市
立
総
合
 

体
育
館
に
於
て
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
 

ョ
ナ
ル
空
手
古
武
道
連
盟
（
養
 

秀
会
〕
主
催
の
第
h

回
全
日
本
 

青
少
年
空
手
道
大
会
が
盛
大
に
 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
上
半
身
防
 

具
を
付
け
る
が
、
ル
ー
ル
に
突
 

い
て
も
蹴
っ
て
も
投
げ
て
も
い
 

い
、
そ
ん
な
荒
っ
ぼ
い
空
手
の
 

大
会
に
一
〇
〇
〇
人
の
選
手
が
 

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
‘
 

こ
の
大
会
の
趣
旨
は
、
明
日
の
 

日
本
を
背
負
う
若
者
が
大
き
な
 

理
想
を
掲
げ
、
そ
れ
に
向
っ
て
 

突
き
進
ん
で
ほ
し
い
と
考
え
開
 

催
し
た
も
の
で
す
。
 

身
に
寸
鉄
を
帯
び
す
、
力
と
技
 

の
あ
り
っ
た
け
を
傾
け
て
、
リ
 

ン
グ
内
で
優
劣
を
争
う
 

格
斗
技
は
‘
ま
こ
と
に
 

壮
快
そ
の
も
の
で
あ
り
 

ま
す
。
 

空
手
は
、
礼
節
を
重
ん
 

じ
厳
し
い
心
、
技
、
体
 

を
練
磨
し
、
己
に
う
ち
 

か
つ
精
神
を
養
う
こ
と
 

こ
そ
空
手
修
業
者
の
最
 

高
至
難
の
道
だ
と
さ
れ
 

て
い
ま
す
。
私
達
指
導
 

者
は
、
青
少
年
に
悪
い
 

道
に
進
ま
な
い
よ
う
に
 

指
導
し
、
広
く
社
会
体
 

育
振
興
の
た
め
に
尽
し
 

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

空
手
は
男
ら
し
い
最
高
の
ス
ポ
 

ー
ッ
で
す
。
金
田
町
の
若
者
よ
 

男
女
問
わ
ず
健
康
の
た
め
に
入
 

門
し
よ
う
。
 

本
日
の
大
会
出
場
選
手
は
次
の
 

通
り
で
す
。
 

福
山
慶
三
（
初
段
）
優
勝
 

武
山
竜
二
 
（3
級
）
優
勝
 

森
下
清
隆
（
2
級
）
優
勝
 

倉
石
政
行
（
初
段
）
三
位
 

時
田
 
毅
 

白
石
伸
一
一
 

山
内
健
次
 

白
水
止
博
 

山
下
広
美
 

坂
本
明
男
 

藤
川
 
要
 

以
上
 11 

名
で
す
。
 

【
空
手
部
員
募
集
】
 

◆
練
習
日
時
・
場
所
 

f
ョ
ク
，
プ
ー
 

d
ー
ノ
ゴ
，
食
《
 

！
m
旧
‘
ロ
ゼ
 

金
曜
日
 
稲
荷
神
社
 

木
戸
勝
正
 
②

二

六

七

番

 
洗
 
剤

 
に
 
つ
 
い
 
て
 

午
後
七
時
2
九
時
 

吉
田
全
満
 
②
三
五
一
八
番
 
考
 
え
 
よ
 
う
 

果

し

て

得

か

？

 

国
民
年
金
の
繰
上
げ
請
求
 
ー
 

す
こ
し
で
も
早
く
か
ら
年
金
 

を
も
ら
い
た
い
と
最
近
国
民
年
 

金
の
繰
り
上
げ
請
求
を
す
る
人
 

が
増
え
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
こ
の
繰
上
げ
請
求
は
 

本
当
に
ご
本
人
に
と
っ
て
得
な
 

の
で
し
よ
う
か
。
 

一
生
涯
か
わ
ら
ぬ
減
額
率
 

！
●
・
「
●
・
！
二
．
■
「
「
、
●
コ
」
」
二
！
、
二
に
，
二
に
．
・
！
に
J
J
『
「
コ
，
、
一
 

国
民
年
金
の
老
令
年
金
は
、
 

も
と
も
と
 65 

才
か
ら
支
給
が
は
 

じ
ま
り
ま
す
が
本
人
が
希
望
し
 

た
場
合
に
は
、
 
60 

才
以
降
で
あ
 

れ
ぱ
繰
上
げ
て
受
け
る
こ
と
が
 

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
 

こ
の
場
合
、
請
求
し
た
と
き
 

の
年
令
に
よ
っ
て
一
定
の
割
合
 

で
減
額
さ
れ
ま
す
。
 
こ
の
減
額
 

率
は
、
妬
才
に
な
っ
て
も
、
ま
 

た
年
金
額
が
ァ
ッ
プ
さ
れ
て
も
 

変
り
ま
せ
ん
。
 

一
生
涯
減
額
さ
れ
た
年
金
を
 

う
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

繰
り
上
げ
請
求
は
果
し
て
得
か
 

こ
と
し
 60 

才
に
な
っ
た
大
正
 

9
年
生
れ
の
女
性
A
子
さ
ん
を
 

別
に
と
っ
て
考
え
て
み
ま
し
よ
 

・つ。 
こ
の
A
子
さ
ん
が
怠
り
な
く
 

保
険
料
を
納
め
た
と
す
る
と
 19 

年
間
納
め
た
こ
と
に
な
り
ま
す
 

か
ら
、
 
65 

才
よ
り
も
ら
う
年
金
 

額
は
四
〇
一
、
二
〇
〇
円
（
 54
 

年
7
月
改
定
額
）
に
な
り
ま
す
 

こ
の
年
金
を
、
 
60 

才
に
な
っ
 

た
今
年
か
ら
受
け
る
と
す
れ
ば
 

42 

％
減
額
さ
れ
て
、
二
三
二
、
 

七
〇
〇
円
に
な
り
ま
す
。
 

い
ま
日
本
人
の
平
均
余
命
は
 

60 

才
ま
で
生
き
た
女
性
で
一
七
 

・
九
二
年
で
す
か
ら
、
こ
れ
で
 

計
算
す
る
と
 60 

才
か
ら
受
け
る
 

総
額
は
五
一
四
九
、
七
〇
〇
円
 

ま
た
 65 

才
か
ら
の
総
額
は
七
一
 

八
九
、
五
〇
〇
円
と
な
り
、
そ
 

の
差
は
約
二
〇
四
万
円
も
の
大
 

き
な
差
に
な
り
ま
す
。
 

そ
れ
に
、
今
後
年
金
額
は
さ
 

ら
に
引
上
げ
ら
れ
て
い
き
ま
す
 

の
で
、
繰
り
上
げ
請
求
は
け
っ
 

し
て
得
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
 

す。 ま
た
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
 

は
い
ま
ど
ん
ど
ん
伸
び
て
い
る
 

こ
と
か
ら
も
、
繰
り
上
げ
請
求
 

は
よ
く
考
え
て
か
ら
に
し
た
い
 

も
の
で
す
。
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

環
境
汚
染
を
考
え
る
中
で
今
 

日
的
課
題
と
な
づ
て
い
る
洗
剤
 

に
よ
る
水
質
悪
濁
防
止
を
図
る
 

た
め
、
県
で
は
リ
ン
削
減
対
策
 

の
一
環
と
し
て
昭
和
 55 

年
5
月
 

1
日
か
ら
 
「
合
成
洗
剤
対
策
推
 

進
要
綱
」
を
定
め
ま
し
た
。
 

合
成
洗
剤
の
人
体
に
与
え
る
 

影
響
に
つ
い
て
の
明
確
な
解
答
 

が
出
て
な
い
ま
ま
、
そ
の
安
全
 

性
に
対
す
る
不
安
を
持
ち
つ
つ
 

私
達
は
、
洗
剤
を
使
用
し
て
い
 

る
の
が
現
状
で
す
。
 

そ
の
中
で
私
達
は
洗
剤
を
ど
 

の
よ
う
に
し
て
選
び
、
そ
の
正
 

し
い
使
い
方
は
ど
の
よ
う
に
す
 

れ
ば
良
い
か
を
認
識
し
、
人
体
 

へ
の
悪
影
響
を
防
ぐ
よ
う
つ
と
 

め
ま
し
よ
う
。
 

洗
剤
に
は
必
ず
「
表
示
」
が
 

あ
り
ま
す
。
石
け
ん
と
合
成
洗
 

剤
の
区
別
、
リ
ン
酸
塩
の
含
ま
 

れ
る
割
合
は
も
ち
ろ
ん
〔
用
途
〕
 

〔
使
用
量
×
使
用
上
の
注
意
〕
 

合
成
洗
剤
で
も
リ
ン
酸
塩
の
含
 

ま
れ
て
い
な
い
も
の
等
を
確
認
 

し
つ
つ
、
そ
の
安
全
性
に
充
分
 

注
意
し
て
使
い
ま
し
よ
う
。
 

福
岡
県
に
お
い
て
は
国
に
対
 

し
て
、
合
成
洗
剤
の
調
査
研
究
 

を
す
す
め
、
安
全
性
の
問
題
に
 

つ
い
て
の
明
確
な
解
答
を
示
す
 

よ
う
要
望
し
て
い
ま
す
。
 

グ

石

け

ん

ま

た

は

 

無

リ

ン

洗

剤

を

 

使

い

ま

し

よ

う

4
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衛
 
生
 

曾
 

一
 せ

 

昭
和
 55 

年
度
 
秋
期
犬
の
登
録
 

並
び
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を
 

次
の
通
り
行
い
ま
す
 

10月16日 
〕木一

10月15B 
（水） 

10月14日 
）火（

注登 

射 

料録 

一
、
料
 

金
 

登
録
料
 

一
頭
に
っ
き
ニ
、
0
0
～
円
 

注
射
料
 

一
頭
に
っ
き
一
、
0
～
〇
円
 

ニ
、
日
時
及
び
場
所
 

金
 
田
 

町
 
役
 
場
 

東
 
金
 
田
 
公

民

館

 

午
前
土
】
C
1
＋
三
呂
 

人
 
見
 
公
 
民
 
館
 

午
前
 
誉
者
ー
士
舌
 

神

崎

第

一

公

民

館

 

午
前
 
-
1
- 

主
」
8
 

南
 
木
 
公
 
民
 
館
 

午
前
 
き
舌
ー
さ
者
 

時
 
間
 
及
 
び
 
場
 
所
 

午

前

士

 
(::
D 

8
 

上

金

田

公

民

館

 

午
後
一
】
呂
ー
共
呂
 

神
崎
第
二
公
民
館
 

午
後
一
【
8
1
昌
8
 

◆
生
後
九
十
一
日
以
上
に
達
し
 

た
犬
は
毎
年
登
録
を
受
け
な
 

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

◆
犬
は
鎖
で
つ
な
い
で
飼
い
ま
 

し
よ
う
。
 

◆
犬
は
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
 

し
よ
う
。
 

◆
犬
を
飼
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
 

必
ら
ず
狂
犬
病
予
防
注
射
を
 

受
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
 

乳

児

一

斉

検

診

及

び

 

コ
ソ
ク
ー
ル
実
施
に
つ
い
て
 

昭
和
 55 

年
度
乳
児
検
診
及
び
コ
 

ン
ク
ー
ル
を
次
の
と
お
り
致
し
 

ま
す
。
 

一
、
と
き
 
10 

月
 17 
日
（
金
）
 

午
後
1
時
 30 

分
1
3
時
迄
 

ニ
、
と
こ
ろ
 

金
田
町
中
央
公
民
館
 

三
、
該
当
者
 

昭
和
 54 

年
8
月
1

日
か
ら
 

昭
和
 55 

年
7
月
 31 

日
ま
で
 

に
生
れ
た
も
の
 

桑
尚
、
 
10 

月
の
第
3
金
曜
日
 

( 17 

日
）
の
乳
児
育
児
相
談
 

は
取
り
や
め
に
な
り
ま
す
。
 

※
母
子
手
帳
を
必
ら
ず
ご
持
参
 

下
さ
い
。
多
数
の
ご
参
加
を
 

お
願
い
し
ま
す
。
 

第
ニ
回
金
田
町
中
央
公
民
館
 

短

歌

大

会

作

品

募

集

 

日
本
の
美
し
い
も
の
は
、
と
 

言
う
よ
り
芸
術
と
言
う
も
の
は
 

お
よ
そ
型
を
大
切
に
育
っ
て
き
 

ま
し
た
。
 

生
花
も
、
書
も
、
俳
句
も
・
・
・
 

そ
の
中
の
ー
つ
と
し
て
短
歌
が
 

日
本
人
の
心
に
適
合
し
て
い
る
 

の
で
し
よ
う
か
、
近
年
益
々
盛
 

ん
に
な
り
、
我
が
国
の
短
歌
人
 

口
も
非
常
に
増
え
て
い
る
そ
う
 

で
す
。
 

そ
こ
で
金
田
町
中
央
公
民
館
 

で
も
町
民
の
文
化
向
上
の
た
め
 

の
活
動
の
一
環
と
し
て
昨
年
十
 

一
月
、
第
一
回
金
田
町
短
歌
大
 

会
を
開
催
致
し
ま
し
て
大
変
好
 

評
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
本
年
 

も
第
二
回
金
田
町
短
歌
大
会
を
 

下
記
に
よ
り
開
催
致
し
た
い
と
 

思
い
ま
す
。
今
回
も
町
民
多
数
 

の
方
が
奮
っ
て
c
応
募
下
さ
る
 

よ
う
ご
案
内
致
し
ま
す
。
 

記
 

一
、
主
 

催
 

金
田
町
中
央
公
民
館
 

ニ
、
応
募
資
格
 

ィ
、
金
田
町
居
住
者
 

ロ
、
金
田
町
出
身
者
 

（
町
外
居
住
者
）
 

一 

昭

和

 55 
年

度

金

田

町

体

力

づ

く

り

 

ハ
、
金
田
町
内
に
勤
務
す
る
一
 

歩

行

者

運

動

大

会

開

催

に

つ

い

て

 

ハ
、
申
込
先
 

作
品
応
募
者
に
は
開
催
日
時
が
 

金
田
町
中
央
公
民
館
 
き
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
 

五
、
短
歌
大
会
開
催
日
 

」
ハ
、
発
表
 

金
田
町
報
 

十
一
月
初
旬
か
中
旬
 

（
十
一
一
月
又
は
一
月
〕
 

行
政
管
理
庁
の
ク
行
政
相
談
4
 

を

こ

存

知

で

す

か

ク

・

 

行
政
相
談
制
度
は
あ
な
た
の
 

た
め
に
国
が
設
け
た
制
度
で
す
 

役
所
な
ど
に
か
か
わ
る
仕
事
 

に
つ
い
て
、
わ
か
ら
な
い
／
こ
 

う
し
て
ほ
し
い
／
ど
う
し
た
ら
 

よ
い
の
か
／
こ
れ
で
は
困
る
ノ
 

な
ど
の
と
き
に
行
政
相
談
を
利
 

用
し
ま
し
よ
う
。
 

来
る
 10 

月
 12 

日
か
ら
1
週
間
 

「
行
政
相
談
週
間
」
が
始
ま
り
 

ま
す
。
 

こ
の
機
会
に
大
い
に
あ
な
た
 

の
日
頃
持
っ
て
い
る
な
や
み
や
 

要
望
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

も
ち
ろ
ん
相
談
費
用
は
無
料
で
 

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
 

金
田
町
の
行
政
相
談
委
員
は
 

香
月
豊
さ
ん
で
す
。
 

（
電
話
②
0
5
7
6
番） 

行
政
相
談
制
度
の
お
問
合
 

せ
は
 

九
州
管
区
行
政
監
察
局
行
政
 

相
談
課
へ
 

電
話
（
0
9
2
) 

7
0
8
1
番
 

4
.
（
。
●
→
ー
 

金
田
町
の
相
談
日
 

（
金
田
町
役
場
）
 

◇
 10 
月
 13 
日
（
月
）
 

◇
 10 
月
 15 
日
（
水
）
 

◇
 10 
月
 17 
日
（
金
）
 

そ
の
他
の
日
は
、
相
談
委
員
 

自
宅
 

岬
ら
：
r
!
l
f
一
1
，
ら
『
了
二
．
；
一
…
1
一r
三
f
二1
,L
,
.
f
l
r
.
,
.
f
一1
一ご二1
「
三
．
,
7
,

r
、．,r
二，ょr
」
三
，
三
「
一
 

者
（
町
外
居
住
者
）
 

( 

⑥
老
・
若
・
男
・
女
を
問
い
 

ま
せ
ん
。
 

⑥
初
め
て
の
方
歓
迎
 

三
、
作
品
内
容
 

生
活
の
中
の
喜
び
、
悲
し
み
 

怒
り
や
風
景
、
旅
、
親
子
、
 

夫
婦
、
社
会
事
象
、
そ
の
他
 

何
ん
で
も
結
構
で
す
。
 

四
、
応
募
作
品
 

イ、 

一
人
二
首
以
内
 

ロ
、
十
月
二
十
五
日
メ
切
 

一

 

「
◆
主
旨
 

金
田
町
民
の
体
h
 

（ 

生
活
に
お
け
る
中
 

凹 

め
、
歩
行
運
動
＋
 

「 

は
、
ま
ず
歩
く
7
 

（
◆
期
日
 

昭
和
 55 
年
 10 

月
m
 

「
◆
集
合
場
所
 

金
田
町
役
糾
 

「
◆
歩
行
コ
ー
ス
 

役
場
ー
中
 

、 

下
神
崎
公
民
館
ー
十
 

、 

ー
大
熊
駅
前
ー
憩
小
 

」 

松
崎
ー
新
町
ー
役
担
 

〉 

整
理
体
操
、
解
散
、
 

》
＠
参
加
者
は
運
動
で
き
る
叩
 

ュr
ら
j
一・・1
．
子
も
三
一
L
三
【
…
l
F
L
一F
ニ
l
F
」
三
r
 

金

田

町

教

育

委

員

会

 

” 
、

 

？
づ
く
り
の
意
欲
を
高
め
、
日
常
）
 

大
践
活
動
の
普
及
推
進
を
図
る
た
 
「 

ハ
会
を
行
う
。
基
礎
体
力
づ
く
り
 
？ 

」
と
か
ら
。
 

］ 

m
日
 
雨
天
の
場
合
は
中
止
 

】 

切
前
広
場
 

8
時
受
付
9
時
出
発
」
 

ェ
見
ー
人
見
ー
神
崎
保
育
所
前
ー
」
 

］
谷
ー
中
学
校
ー
南
木
ー
平
和
橋
「
 

］
家
ー
東
金
田
ー
一
区
公
民
館
ー
「
 

勿 
11 

時
 30 

分
役
場
到
着
 

画 

全
長
七
・
六
加
 

（ 

叫
装
で
タ
オ
ル
を
持
参
の
事
。
 

？ 

昭

和

 55 
年

度

金

田

町

 

成

人

親

善

ス

ポ

ー

ッ

 

大

会

開

催

に

つ

い

て

 

（
地
区
公
民
館
対
抗
）
 

I 

金
田
町
教
育
委
員
会
 

※
期
日
 

昭
和
 55 

年
 10 

月
 12 

日
 

〔
男
子
の
部
〕
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 

8
時
 30 

分
開
会
 

〔
女
子
の
部
〕
 

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
ゲ
ー
ム
 

8
時
 30 

分
開
会
 

※
参
加
資
格
 

一
地
区
公
民
館
2

チ
ー
ム
 

ま
で
 

ー
 

あ

り

が

 と
 
う
 

こ
 
ざ
 
い

ま

し

た

 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

宇鹿木出 

野毛戸水 

治光正 

久義高道 

殿殿殿殿 

金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ
 

出

水

 
正

道

 
殿
 

右
の
方
よ
り
香
典
返
し
と
し
て
 

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
 

で
有
意
義
に
使
用
さ
せ
て
い
た
 

だ
き
ま
す
。
 


